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研究成果の概要（和文）：　藻類は多種類の紫外線吸収物質（MAAs）を様々な含有量で含んでいる．有藻性キサ
ンゴ科サンゴにもMAAsは含まれるが，藻類ほど多様性は高くない．無藻性キサンゴ科では，MAAs以外の光吸収物
質が多様である．有藻性サンゴであるキクメイシモドキは，MAAsを生合成している可能性が高く，黒色骨格色素
はプロトポルフィリン類である．今回検討した生物は，生息場に特有な光環境下で光関連分子を合成し，効率的
な紫外線対策や光合成活動を行っている．さらに，プロトポルフィリン類を含有し，細菌類に対する防御機構を
備えている場合がある．本結果は，生物が特殊なニッチの開拓をするための生化学的な変化の一側面を示してい
る．

研究成果の概要（英文）：　Marine algae include many kinds of UV-absorbing compounds 
(mycosporine-like amino acids, MAAs), which occur in various proportions. Zooxanthellate 
dendrophylliid corals also contain MAAs, although with less variability in the proportions of 
different compounds than algae. In contrast, azooxanthellate dendrophylliids contain various types 
of photo-absorbing compounds that differ from MAAs. In addition, the zooxanthellate coral Oulastrea 
crispata possibly biosynthesises MAAs, and its black pigment in skeletons is derived from 
protoporphyrin. The organisms examined in this research take effective measures against UV 
irradiation, and instead of photosynthesis. They biosynthesise photo-related compounds in 
photoenvironments unique to the habitat conditions. The inclusion of protoporphyrin in skeletons 
indicates a defence mechanism against microbial impact in habitat niches. The results provide clues 
to the biochemical responses of organisms that aid in the exploitation of special niches.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 生物進化は，生物の光活用と防御の歴史

とも言える． 
 
(2) 時間・空間を超えて地表で普遍な紫外線

と赤外線（見えない光）に注目し，「紫外線

との攻防」や「赤外線の活用」に注目すると，

どのような地球と生物の相互変遷史が視え

てくるだろうか．  
 
(3) 生物の光反応の解読から，「ニッチの開拓

史」や「生物多様性の変遷史」を解明する手

掛かりが得られると期待できる． 
 
２．研究の目的 
(1) 光吸収分子の多様性や種間での相同性を

議論するために，海生藻類と六射サンゴ類を

用いて光関連分子（紫外線吸収物質等）を分

析する． 
 
(2)「紫外線と赤外線（見えない光）」を鍵に，

ニッチの開発と生物多様化の歴史の一端を

明らかにする． 
 
(3) それら相互の関係を地球史レベルで議論

することで，『光地球生物学』という学際的

な学問領域の創成を目指す． 
 
３．研究の方法 
(1) オキツノリを含む海生藻類，有藻性キサ

ンゴ科六射サンゴ，無藻性キサンゴ科六射サ

ンゴ，キクメイシモドキからの素抽出物の紫

外吸収スペクトルを調べる． 
 
(2) 素抽出物の高速液体クロマトグラフィー

（HPLC），液体クロマトグラフィー質量分

析（LC-MS），核磁気共鳴（NMR）測定を通

じて，紫外線吸収物質（MAAs）を始めとす

る光関連分子の検討を行う． 
 
４．研究成果 

(1) 藻類（とくに紅藻類）にはパリシンを始

めとする多種類の MAAs が様々な含有量で

含まれている． 
 
(2) 有藻性キサンゴ科六射サンゴにも MAAs

が含まれるが，藻類ほど種類は多くない．一

方，無藻性キサンゴ科六射サンゴ類では

MAAs 以外の光吸収物質が多様である． 
 
(3) 有藻性六射サンゴであるキクメイシモド

キは，マイコスポリン-グリシン等の MAAs

を生合成している可能性が高い．黒色骨格色

素はプロトポルフィリン類である．  
 
(4) 今回検討した生物は，生息場所に特有な

光環境のもとで MAAs などの光関連分子を

合成し，効率的な紫外線対策や光合成活動を

行っている．さらに，プロトポルフィリン類

を含有し，細菌類に対する防御機構を備えて

いる場合がある．本結果は，生物が特殊なニ

ッチの開拓をするための生化学的な変化の

一側面を示している． 
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